
マカジキ　中西部北太平洋
（Striped Marlin, Tetrapturus audax）

最近の動き

最新の資源評価は、2015 年 4 月に ISC かじき類作業部会
によって実施された。資源状態は乱獲状態にあり、漁獲は
1977 年以降、1982 年と 1983 年を除いて過剰漁獲の状態に
あるとされた。本資源評価は、2011 年の資源評価を基本と
したデータのアップデートのみであったが、推定された資源
状態、漁獲状態ともに前回の資源評価よりも悲観的になる傾
向が見られた。この理由は、データの重みづけと近年のサイ
ズ組成データの変化により漁獲サイズの選択性が変わった結
果、資源量と漁獲死亡係数のそれぞれの基準値との比較に
影響したことが考えられる。また、ISC かじき類作業部会は、
将来予測結果を踏まえ、2,850 トン（2010 ～ 2012 年の平均
漁獲量の 9 割）の漁獲では 2020 年までに 19％から 191％
までの範囲で産卵資源量の増加が見込めるが、現状の漁獲死
亡係数では 2020 年までに -18％から 18％の範囲で産卵資源
量の変化をもたらすことを勧告した。これらの結果を踏まえ、
2018 年 9 月の WCPFC 北委員会では、資源回復計画を策定
することが促された。さらに、同年の WCPFC 年次会合では、
本資源の資源回復計画を策定すべく、関係メンバーが保存管
理措置案を来年の年次会合へ提出することが推奨された。

利用・用途

刺身、寿司で生食されるほか、切り身はステーキや煮付け
とされる。

漁業の概要

北太平洋（赤道以北）における我が国のマカジキの漁獲量
は、1970 年代には 1 万トンを超えていたが、その後減少を
続け、近年は 1,200 トン程度にとどまっている（図 1）。本
資源を漁獲する漁業は、はえ縄または流し網によるものが大
半であるが、一部は突きん棒やひき縄でも漁獲される。漁獲
のほとんどは、まぐろ類を対象とした操業の混獲であり、釧
路沖、常磐沖、房総沖、南西諸島などでは、はえ縄、突きん
棒および流し網が季節的に本資源を主対象とした操業を行っ
ている。

北太平洋のマカジキ漁獲の大半は我が国によるものである
（図 2）。総漁獲量は 1990 年以降、減少傾向を示し 2017 年

には 2,159 トンまで減少した （図 2）。ISC の漁獲集計値には、

中国などの漁獲情報が含まれていないので、今後更に整備を
進める必要がある。

生物学的特性

【資源構造】
太平洋のマカジキには外部形態の比較から南北太平洋の 2

系群があるといわれていたが、近年、DNA 分析結果から中
西部北太平洋の個体と東部北太平洋の個体とは遺伝学的に異
なることが示された（McDowell and Graves 2008、Purcell 
and Edmands 2011）。そのため、ISC は中西部太平洋の資源
評価を行っている。

図 1. 北太平洋（赤道以北）におけるマカジキの我が国の漁業種別
漁獲量（ISC 2018）

図 2. 北太平洋におけるマカジキの国別漁獲量（ISC 集計分）
（ISC 2018）
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【分布と回遊】
太平洋におけるマカジキの分布は、はえ縄における CPUE

の分布から、熱帯太平洋中西部海域を取り囲む馬蹄形をなす
ことが古くから知られている（図 3）。主な活動水深帯は表
層混合層およびその直下の水温躍層部であり、それより深い
ところに潜ることは多くない。電子標識装着調査データの解
析から、夜半から朝にかけて活動が極端に低下する時間帯が
あることが報告されている。

【成長と成熟】
体長（眼後叉長）組成の解析から 1 歳で 64 cm、3 歳で

150 cm、5 歳で 200 cm に達し、寿命は 10 歳程度（最大体
長 290 cm）と推定されているが、正確な成長および成熟年
齢に関する情報は得られていない。160 cm 前後（3 ～ 4 歳）
で約 50％の個体が成熟するものと考えられている。産卵場
は稚魚の採集地点の分布状況から北緯 20 度前後の海域であ
ろうと推定されている。東部太平洋での卵稚仔の採集報告は
ないが、卵巣の成熟状態から一部の個体は産卵している可能
性がある。産卵期は 4 ～ 6 月である。

資源状態

ISC では中西部北太平洋系群と東部北太平洋系群の境界
線が西経 140 度にあるとして、中西部北太平洋資源の資源
評価を行っている（Anon. (ISC) 2012a、2012b、ISC 2013、
2015a）。

最新の資源評価は 2015 年 4 月に ISC かじき類作業部会に
よって実施された。使用したモデルは統合モデルの一つで
ある Stock Synthesis3 ver. 3.24f（SS3）である（Methot and 
Wetzel 2013）。今回の資源評価は基本的に 2011 年の資源
評価のアップデートのみであり、漁獲データ、サイズデー
タ、資源量指数が更新された。モデルの設定については前回
の方法が踏襲されたが、データの重みづけ手法は変更され
た（Francis 2011）。具体的には、SS3 が予測したサイズデー
タのサンプル数を用いて再度 SS3 で資源量を推定している。
サンプル数が変わることにより、サイズデータの重み付けが
変更される。資源解析に使用した資源量指数は、エリア別
の日本の遠洋近海はえ縄（エリア 1：北緯 10 度以南、エリ

ア 2：北緯 10 度以北かつ東経 160 度以西、エリア 3：北緯
10 度以北かつ東経 160 度以東）、日本の沿岸はえ縄、台湾の
遠洋はえ縄（1995 年以後）およびハワイのはえ縄の標準化
CPUE である（図 4、図 5）。

推 定 さ れ た 1 歳 以 上 の 総 資 源 量 は、1975 年 か ら 1980
年にかけて 28,000 トンから 15,000 トンに大きく減少し、
15,000 トンで推移したが、その後 1990 年半ばに、10,000
トンを割り込み、近年まで推移している。推定された産卵資
源量は、1975 年から 1980 年にかけて 5,000 トンから 2,000
トンに大きく減少し、その後 1980 年代前半に 3,500 トン程
度に回復したが、その後減少を続け近年は 1,500 トン前後で
推移している（図 6b）。推定された加入量は、1975 年から
1990 年半ばに、250 千～ 1,700 千尾の範囲で大幅な変動を
繰り返したが、その後は近年まで 500 千尾以下と卓越した
加入群が出現しておらず、特に 2007 ～ 2011 年の加入量は
少ない（図 6c）。産卵資源量が 1990 年代半ばに大幅に減少
してその後回復しなかった原因としては、漁獲死亡係数の増
加と加入量の減少が考えられる（図 6d）。推定された資源量
は総資源量、産卵資源量ともに前回の資源評価よりも悲観的
になる傾向が見られた（図 6）。理由としては、データの重
みづけが変わったことと、サイズ組成データが更新されるこ

図 3. 太平洋におけるマカジキの分布域（桃色）と主要漁獲域（青色）
現在マカジキを主対象とした漁業はごく小規模な沿岸漁業に限ら
れている。マカジキは、主にはえ縄によって漁獲される。

図 4. 資源評価に用いた日本の遠洋近海はえ縄の資源量指数
青：エリア 1（北緯 10 度以南）、黒：エリア 2（北緯 10 度以北か
つ東経 160 度以西）、緑：エリア 3（北緯 10 度以北かつ東経 160
度以東）。さらに、これら 3 つのエリアを 3 つの期間（1975-1986、
1987-1999、2000-2013）に分割して CPUE の標準化を実施した。

図 5. 資源評価に用いたその他の漁業の資源量指数
オレンジ：日本の沿岸はえ縄、紫：台湾の遠洋はえ縄、赤：ハワイ
のはえ縄。
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とにより、漁獲サイズの選択性が変化したことが考えられる。
これらを踏まえ、作業部会は、現在の資源状態は乱獲状態に
あり、かつ漁獲は過剰漁獲にあるとするとともに、近年のサ
イズ組成データの変化により選択性と加入の推定が変わった
結果、資源量と漁獲死亡係数のそれぞれの基準値との比較が
影響を受けたとした。資源量は MSY を下回り、近年の 1 歳
以上の資源量は減少傾向がみられるため、資源水準は低位、
資源動向は減少と判断した。

将来予測は、将来予測モデル Rebuilder 3.12d を使用した
（Punt 2010）。将来予測の評価期間は、2015 年から 2020 年

の 5 年間とし、初期値や漁獲死亡係数などのパラメータは
SS3 の出力結果を使用した。また、将来予測は 3 種類の加入
シナリオと 10 種類の管理シナリオの組み合わせで、それぞ
れ 4,000 回試行のシミュレーションを実施した。シミュレー
ションの結果の中央値（50 パーセント値）をみると、FMSY

（Run3）で漁業を行った場合、2015 年に対する 2020 年の
産卵親魚は、3 種類の加入シナリオごとにそれぞれ、25％、
55％、95％増加した。また、2,850 トン（2010-12 年の平
均漁獲量の 9 割）の漁獲量（Run9）で漁業を行った場合、

2020 年の資源量は 2015 年比でシミュレーションの結果の
中央値は 19 ～ 191％増加した。一方、2010 ～ 2012 年と
2001 ～ 2003 年レベルの漁獲死亡係数は、FMSY をそれぞれ
82％、49％上回っており、これらのレベルで漁業を続けた
場合（Run1 および Run2）、更に産卵資源量が減少する可能
性が示された（表 1）。これを踏まえ、作業部会は、2,850 ト
ンの漁獲では 2020 年までに 19％から 191％までの範囲で産
卵資源量の増加が見込めるが、現状の漁獲死亡率では 2020
年までに -18％から 18％の範囲で産卵資源量の変化をもたら
すことを勧告した。

管理方策

WCPFC は、本資源の保存管理措置として、各メンバーが
漁獲量を 2000 ～ 2003 年の最高漁獲量から 2011 年は 10％、
2012 年は 15％、2013 年以降は 20％削減することを 2010
年に決定している（WCPFC 2010）。上述の資源評価の結果
を受け、2018 年の WCPFC 北小委員会は本資源の資源回復
計画を策定することを促した（WCPFC 2018）。さらに、同
年の WCPFC 年次会合では、本資源の資源回復計画を策定す

図 6. 統合モデル（Stock Synthesis 3）の解析結果
（a）1 歳以上の総資源量、（b）産卵資源量、（c）加入尾数、（d）漁獲死亡係数。赤色は前回の資源評価の結果、青色は今回の資源評価の

結果を示す。b、d で示された水平の直線は、それぞれ産卵資源における MSY、MSY を達成するために必要な漁獲死亡係数を示す。
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べく、関係メンバーが保存管理措置案を来年の年次会合へ提
出することが推奨された。

執筆者

かつお・まぐろユニット
さめ・かじきサブユニット
国際水産資源研究所 かつお・まぐろ資源部
まぐろ漁業資源グループ
　　井嶋　浩貴
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表 1. 漁獲方策別加入シナリオ別の 2020 年に予測される産卵資源量（2015 年の産卵資源量比）
3 つの加入シナリオを仮定、2007 ～ 2011 年または 1994 ～ 2011 年の加入量をリサンプリング、Beverton-Holt 再生産曲線を仮定。4,000
回のシミュレーションを行い、2015 年の産卵資源量と 2020 年に予測される産卵資源量の比率を算出した。結果は 5、25、50、75、95
パーセント点ごとに集計している。作業部会は、FMSY レベルの漁獲圧（Run3）、2010-12 年の平均漁獲量の 9 割の漁獲量（Run9）、2001-
03 年レベルの漁獲圧（Run1）および 2010-12 年レベルの漁獲圧（Run2）のシナリオに着目した。赤色は 2020 年の産卵資源量が 2015
年より小さくなった場合を示す。
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マカジキ（中西部北太平洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 低位

資 源 動 向 減少

世 界 の 漁 獲 量
（北太平洋）

（最近 5 年間）

2,103 ～ 2,988 トン
最近（2017）年：2,159 トン
平均：2,391 トン

（2013 ～ 2017 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（北太平洋）

（最近 5 年間）

1,248 ～ 1,924 トン
最近（2017）年：1,248 トン
平均：1,548 トン

（2013 ～ 2017 年）

管 理 目 標 検討中

資 源 評 価 の 方 法 Stock Synthesis 3 による

資 源 の 状 態
現在の資源状態は乱獲状態にあ
り、かつ漁獲は過剰漁獲の状態に
ある。

管 理 措 置

各 国 が 漁 獲 量 を、2000 ～ 2003
年 の 最 高 漁 獲 量 か ら 2011 年 は
10％、2012 年は 15％、2013 年以
降は 20％削減。

管理機関・関係機関 WCPFC、ISC

最新の資源評価年 2015 年

次回の資源評価年 2019 年

Japan).
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